


花の履歴書⑳

 　　　　ちょうふの自然だより        　                              2015.6  vol.129（2）

ヒメジョオン
（姫女苑）
キク科

花の履歴書 32
　

北
ア
メ
リ
カ
原
産
の
こ
の
仲
間

は
、
近
年
た
く
さ
ん
帰
化
し
て
い

る
が
、
ど
れ
も
乾
燥
地
帯
を
原
産

地
と
し
、
そ
の
中
で
ヒ
メ
ジ
ョ
オ

ン
は
明
治
維
新
前
に
渡
来
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。
最
初
は
海
外
か
ら

物
資
の
陸
揚
げ
さ
れ
る
港
湾
付
近

で
繁
殖
し
、
当
初
は
「
柳
葉
姫
菊
」

の
和
名
が
付
け
ら
れ
、
そ
の
後
鉄

道
の
発
達
と
と
も
に
日
本
全
国
の

市
街
地
か
ら
農
村
部
に
広
が
り
「
鉄

道
草
」
の
名
で
呼
ば
れ
、
最
近
で

は
道
路
網
の
発
達
に
よ
り
山
岳
地

帯
に
ま
で
入
り
込
ん
で
い
る
。

　

も
と
も
と
栄
養
分
の
乏
し
い
乾

燥
地
帯
に
生
え
、
都
会
の
よ
う
に

舗
装
さ
れ
た
場
所
は
、
雨
水
が
地

中
に
浸
透
せ
ず
、
乾
燥
し
て
い
る

た
め
、
ち
ょ
っ
と
し
た
道
路
の
割

れ
目
な
ど
は
絶
好
な
生
育
場
所
と

な
っ
て
い
る
。
手
入
れ
を
怠
る
と

畑
で
も
庭
で
も
、
と
こ
ろ
構
わ
ず

生
え
て
く
る
の
で
、
子
供
の
こ
ろ

は
父
親
か
ら「
貧
乏
草
」と
教
わ
り
、

庭
の
手
入
れ
を
怠
る
な
と
言
わ
れ

た
。

　

以
前
、
一
面
に
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ

が
咲
く
中
に
、
道
路
沿
い
に
白
い
花

が
点
々
と
咲
い
て
い
る
霧
ケ
峰
高
原

の
観
光
ポ
ス
タ
ー
を
見
た
が
、
そ
れ

は
す
べ
て
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
の
花
だ
っ

た
。
霧
ケ
峰
高
原
は
海
抜
一
千
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
場
所
で
、
冠
毛
が
あ

る
種
子
で
も
、
簡
単
に
上
が
っ
て
ゆ

け
る
場
所
で
は
な
い
。し
か
し
、ビ
ー

ナ
ス
ラ
イ
ン
と
呼
ば
れ
る
観
光
道
路

が
で
き
、
夏
に
な
れ
ば
大
勢
の
人
が

バ
ス
や
乗
用
車
で
訪
れ
て
く
る
。

　

タ
イ
ヤ
や
人
々
の
靴
や
衣
服
に
付

着
し
た
種
子
が
運
ば
れ
芽
生
え
た
も

の
だ
が
、
初
期
の
こ
ろ
は
目
に
留
ま

る
と
引
き
抜
い
た
が
、
現
在
で
は
道

路
脇
だ
け
で
な
く
草
原
一
帯
に
入
り

込
ん
で
し
ま
い
手
の
施
し
よ
う
が
な

く
な
っ
て
い
る
。

　

外
国
と
の
交
流
が
盛
ん
に
な
り
、

道
路
網
が
発
達
す
る
と
、
予
期
せ
ぬ

場
所
に
ま
で
外
来
植
物
が
侵
入
し
本

来
の
生
態
系
が
壊
さ
れ
て
し
ま
う
恐

れ
が
あ
る
。
要
注
意
外
来
植
物
。

戸部英貞（絵・文）

Erigeron annuus Pers.

　

昨
年
４
月
下
旬
、「
若
葉
の
森
」
の
一
画
で
10

株
以
上
の
サ
サ
バ
ギ
ン
ラ
ン
の
花
が
見
つ
か
り

ま
し
た
（
24
号
既
報
）。
長
ら
く
放
置
さ
れ
た
林

で
冬
に
間
伐
・
下
刈
り
が
行
わ
れ
、
中
に
入
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
、
う
れ
し
い
発

見
で
し
た
。
た
だ
、
林
床
が
急
に
明
る
く
な
っ

た
こ
と
が
、
翌
シ
ー
ズ
ン
以
降
ど
う
影
響
す
る

の
か
、
少
し
心
配
で
し
た
。

　

今
年
は
サ
サ
バ
ギ
ン
ラ
ン
が
ほ
ぼ
半
減
し
ま

し
た
。
同
種
が
比
較
的
暗
い
環
境
を
好
む
こ
と

が
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も

昨
年
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
瓦
礫
の
中
に
咲
い
た
１

株
は
、
今
年
も
同
じ
場
所
で
頑
張
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
林
の
比
較
的
明
る
い
場
所
に
は
キ
ン

ラ
ン
も
咲
き
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
去
年
並
み
で

し
た
。

　

キ
ン
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
別
の
林
で
悲
し
い

出
来
事
が
。
人
目
の
届
き
に
く
い
一
画
で
、
大

き
な
株
が
い
く
つ
も
掘
り
取
ら
れ
た
の
で
す
。

最
近
、
人
気
の
「
見
る
知
る
歩
く　

せ
ん
が
わ

地
図
」（
商
店
街
だ
け
で
な
く
森
も
紹
介
）
な
ど

を
手
に
「
若
葉
の
森
」
を
訪
ね
る
人
が
増
え
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
知
ら
せ
る
こ
と

が
リ
ス
ク
を
高
め
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

悩
ま
し
い
問
題
で
す
。

　

明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
す
。
地
元
の
若
葉
町

自
治
会
が
「
若
葉
の
森
」
の
坂
道
２
本
を
掃
除

す
る
「
若
葉
お
そ
う
じ
隊
」
の
活
動
が
定
着
。

掃
い
た
落
葉
は
す
べ
て
森
へ
戻
す
な
ど
、
森
の

い
き
も
の
を
意
識
し
た
活
動
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
５
月
末
に
あ
っ
た
自
治
会
総
会
で
も
、

キ
ン
ラ
ン
・
ギ
ン
ラ
ン
に
つ
い
て
「
昔
は
普
通

に
見
ら
れ
た
が
、
今
で
は
絶
滅
危
惧
種
。
移
植

は
不
可
能
。
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
行
き
届

い
た
内
容
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
地
域
の
皆

さ
ん
の
森
へ
の
関
心
・
愛
着
が
、
森
の
生
き
も

の
を
守
る
一
番
の
力
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
大
村
哲
夫
）

今年の キンラン ・ ギンランキンラン ・ ギンラン

ᵭ
ᒉ
ᓶ
の
ౕ
ᵮ
Ɣ
ǒ⍤

 

◆
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
（
地
上

茎
が
有
り
托
葉
の
切
れ
込
み

が
ク
シ
の
歯
状
）

◆
ツ
ボ
ス
ミ
レ
（
地
上
茎
が

有
り
、
托
葉
の
切
れ
込
み
は

な
い
）

◆
ア
カ
ネ
ス
ミ
レ
（
地
上
茎

は
無
く
葉
は
束
生
）

「入間の樹林」では

プチ違い（ちょっと違うぞ）

観察

◆
ア
ラ
カ
シ
（
葉
の
裏

面
は
灰
褐
色
で
絹
毛
あ

り
、
葉
縁
の
上
半
部
に

鋸
歯
が
あ
る
）

◆
シ
ラ
カ
シ
（
葉
の
裏

表
と
も
無
毛
）

タチツボスミレは
こんな感じ



階段修理

前回から気になっていた植物
どうやらヤマユリ。

根回し（廻りを掘って根切り）
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ちょうふの崖線樹林を守る

若
葉
の
森
３・１
会

４
月
22
日
（
水
）
晴
れ　

参
加
者
６
名

　
定
例
日
雨
天
中
止
に
よ
る
臨
時
作
業
日
。
第

２
緑
地
通
路
際
の
竹
柵
に
沿
っ
て
市
提
供
の

ロ
ー
プ
柵
設
置
。
キ
ン
ラ
ン
・
ギ
ン
ラ
ン
の
観
察
。

サ
サ
刈
り
。
通
路
の
落
葉
掻
き
。
ゴ
ミ
拾
い
。

キイロセンリョウ

野鳥観察

調
布
環
境
モ
ニ
タ
ー

　
今
年
度
第
一
回
目
の

環
境
モ
ニ
タ
ー
は
、
調

布
や
多
摩
川
の
自
然
を

中
心
と
し
た
一
時
間
ほ

ど
の
室
内
講
義
。
市
内

で
確
認
さ
れ
て
い
る
と

い
う
特
定
外
来
生
物
に

指
定
さ
れ
た
植
物
は
ア

レ
チ
ウ
リ
、
オ
オ
フ
サ

コンポスト柵補修

５
月
３
日
（
日
）
晴
れ　

参
加
者
６
名

　

今
年
も
見
事
に
咲
い
て
く
れ
た
キ
ン
ラ
ン
・
ギ

ン
ラ
ン
の
観
察
。
キ
ン
ラ
ン
盗
掘
は
残
念
。
市
が

伐
採
し
た
枝
木
を
使
用
し
て
階
段
と
コ
ン
ポ
ス
ト

柵
補
修
。
落
葉
か
き
。
ゴ
ミ
拾
い
。

◆
若
葉
の
森
で
歌
う
会
（
第
９
回
）

５
月
17
日
（
日
）
第
１
緑
地
で
開
催
。
参
加
者

約
50
名
。
歌
声
が
森
に
響
き
、
楽
器
演
奏
に
聴
き

入
り
、
子
ど
も
た
ち
は
人
形
劇
に
大
喜
び
。
六
別

坂
沿
い
の
展
示
に
足
を
止
め
る
人
も
。 (

Ｎ
Ｏ
Ｋ)

ロープ柵設置
キンラン

ギ
ン
ラ
ン補修後

若
葉
の
森
で

歌
う
会

人
形
劇
と
子
ど
も

森
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

４
月
11
日
（
土
）
雨  

参
加
者
５
名　

　

朝
の
う
ち
雨
の
た
め
作
業
中
止
。
た
だ
し
様

子
見
に
集
ま
っ
た
人
達
で
東
樹
林
の
見
回
り
を

し
た
。東
隣
の
空
き
地
に
も
パ
イ
オ
ニ
ア
ツ
リ
ー

と
言
わ
れ
る
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
や
ク
サ
ギ
が
伸
び

始
め
て
い
る
。

５
月
９
日
（
土
）
晴
れ　

参
加
者
８
名　

　

キ
ャ
ン
プ
場
北
側（
ド
ン
グ
リ
の
森
）で
、あ
っ

と
言
う
間
に
の
び
た
雑
草
（
ハ
ル
ジ
オ
ン
が
目

立
つ
）
の
草
刈
り
。
こ
の
時
期
の
雑
草
の
生
長

を
目
の
当
た
り
に
し
、
今
後
は
午
後
作
業
も
考

慮
す
る
こ
と
と
し
た
。
昨
年
、
人
が
通
る
場
所

で
き
れ
い
に
咲
い
て
い
た
ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
は
苗

圃
内
に
移
植
し
、
冬
の
間
に
移
植
し
損
な
っ
た

ケ
ン
ポ
ナ
シ
は
い
つ
で
も
植
え
替
え
が
で
き
る

よ
う
に
根
回
し
を
行
っ
た
。

　

ま
た
東
樹
林
北
西
角
の
通
路
階
段
の
踏
木
が

紛
失
し
て
い
た
た
め
１
段
だ
け
補
修
。(

残
り
３

段
）
ス
ト
ッ
ク
し

て
い
た
階
段
の
材

料
が
無
く
な
っ
て

い
た
の
は
子
ど
も

達
の
遊
び
道
具
に

な
っ
た
の
だ
ろ
う

か
？

 (

活
動
報
告
よ
り
）

４
月
19
日
（
日
）
曇
り　

参
加
者
14
名

　

初
参
加
者
を
含
め
全
員
で
方
形
枠
調
査
を
実

施
し
た
。
始
め
に
根
本
さ
ん
か
ら
方
形
枠
調
査

方
法
と
意
義
に
つ
い
て
、
区
域
内
の
植
生
の
変

化
と
外
環
境
の
変
化
に
よ
る
植
生
変
化
な
ど
を

比
較
し
て
い
く
こ
と
だ
と
の
話
が
あ
っ
た
。
ニ

リ
ン
ソ
ウ
の
花
を
確
認
し
、
午
後
か
ら
は
Ｎ
Ｔ

Ｔ
裏
の
雑
木
林
の
観
察
会
を
実
施
し
手
入
れ
さ

れ
た
雑
木
林
の
植
生
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

５
月
17
日
（
日
）
晴
れ　

参
加
者
12
名

　

気
温
25
度
湿
度
30
％
の
爽
や
か
な
作
業
日
和
、

二
手
に
分
か
れ
男
性
陣
７
人
は
ツ
バ
キ
の
森
の

ス
タ
ッ
キ
ン
グ
の
山
の
片
づ
け
で
す
っ
き
り
。

女
性
陣
５
人
は
三
角
地
の
下
草
刈
り
。
最
も
日

当
た
り
が
よ
い
の
で
ヤ
ブ
マ
オ
、
ク
サ
ギ
、
ヒ

メ
コ
ウ
ゾ
な
ど
が
繁
茂
し
て
お
り
、
最
後
に
男

性
陣
の
手
も
借
り
て
刈
り
終
え
た
。
ヤ
ブ
マ
オ

の
葉
の
裏
に
は
フ
ク
ラ
ス
ズ
メ
の
毛
虫
か
。
年

３
回
の
草
刈
り
が
必
要
な
三
角
地
に
「
ヤ
ギ
を

飼
い
た
い
！
」
と
痛
感
し
て
い
る
。(

安
部
）

作業前三角地

作業後三角地ニリンソウ

方形枠調査

５
月
23
日
（
土)

晴
れ  

参
加
者
14
名

モ
、
オ
オ
カ
ワ
ヂ
シ
ャ
、
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

の
４
種
で
あ
る
こ
と
な
ど
も
学
ん
だ
。

　

そ
の
後
、
河
川
敷
に
移
動
し
て
植
物
観
察
。

良
い
の
か
悪
い
の
か
４
種
の
特
定
外
来
生
物
全

て
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
他
に
も
メ
リ

ケ
ン
ガ
ヤ
ツ
リ
、
マ
メ
グ
ン
バ
イ
ナ
ズ
ナ
、
ア

レ
チ
ハ
ナ
ガ
サ
、
コ
ゴ
メ
バ
オ
ト
ギ
リ
、
ナ
ガ

ミ
ヒ
ナ
ゲ
シ
な
ど
帰
化
植
物
が
目
立
っ
た
。
そ

の
反
面
、
環
境
省
指
定
準
絶
滅
危
惧
の
カ
ワ
ヂ

シ
ャ
な
ど
貴
重
な
植
物
も
あ
り
、
調
布
の
自
然

環
境
を
い
か
に
守
っ
て
い
く
の
か…

モ
ニ
タ
ー

活
動
を
通
し
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。

　
　
　
　

(

環
境
モ
ニ
タ
ー
メ
ン
バ
ー　

北
谷
）

オオカワヂシャ

アレチハナガサ

コゴメバオトギリ
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原
則
毎
月
第
３
日
曜
に
樹
林
の
保
全
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
希
望
者
は

直
接
入
間
地
域
セ
ン
タ
ー
へ
。

●
６
／
21 （
日
）9:30

〜12:30

●
７
／
19 （
日
）9:30

〜12:30

毎
月
第
２
土
曜
に
自
然
広
場
で
保
全
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
野
草
園
横
直
接
集
合

●
6
／
13
（
土
）10:00

〜12:00

●
７
／
11 
（
土
）10:00

〜15:00

原
則
と
し
て
奇
数
月
は
弁
当
持
参
で
午

後
ま
で
作
業
を
行
い
ま
す
。

環
境
市
民
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

原
則
毎
月
第
２
日
曜
に
若
葉
町
３
丁
目

第
３
緑
地
で
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
参
加
希
望
者
は
直
接
現
地
へ
。

●
6
／
14
（
日
）9:30

〜12:00

●
７
／
12
（
日
）9:30

〜12:00

先
の
４
団
体
の
保
全
活
動
は
「
調
布
市

と
の
協
働
」
で
行
っ
て
い
ま
す
。

問
：
緑
と
公
園
課

  

入
間
・
樹
林
の
会

若
葉
緑
地
の
会

若
葉
の
森
３
・
１
会

原
則
毎
月
第
１
日
曜
に
若
葉
町
３
丁
目

第
１
・
２
緑
地
で
保
全
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
直
接
現
地
へ
。

●
6
／
７
（
日
） 9:30

〜12:00

●
７
／
５
（
日
） 9:30

〜12:00

◆この自然だよりは　ちょうふ環境市民会議ホームページにも掲載しています◆

 

カ
ニ
山
の
会042-481-7083

　

明
け
方
ま
で
降
り
続
い
た
雨
も
や
み
上
天
気
。、
ゴ
ー

ヤ
配
布
担
当
は
９
時
か
ら
準
備
作
業
開
始
。　

　

今
年
で
５
回
目
の
配
布
に
な
る
緑
の
カ
ー
テ
ン
は
窓
か

ら
差
し
込
む
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
カ
ッ
ト
、
ま
た
葉
っ
ぱ

か
ら
の
水
分
が
蒸
発
す
る
こ
と
で
廻
り
の
熱
を
奪
う
蒸
散

効
果
も
あ
り
、
２
〜
３
度
は
室
内
温
度
を
抑
え
る
こ
と
が

出
来
る
、
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
な
ん
と
言
っ
て

も
ゴ
ー
ヤ
カ
ー
テ
ン
の
魅
力
は
収
穫
し
、
美
味
し
く
食
べ

ら
れ
る
こ
と
。
そ
こ
が
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
の
か
、

配
布
開
始
10
時
前
に
は
２
０
０
人
近
く
の
行
列
が
で
き

て
、
列
が
途
切
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
12
時

６
月
６
日（
土
）

「
あ
な
た
か
ら
始
ま
る
地
球
の
未
来
」

調
布
市
環
境
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

丸太切りにチャレンジしました

40
分
、
４
０
０
セ
ッ
ト
を
配
布
終
了
。 　

　

ま
た
「
ち
ょ
う
ふ
環
境
市
民
会
議
」
ブ
ー
ス
で

は
丸
太
切
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
と
野
草
苗
や
エ
コ
タ

ワ
シ
な
ど
の
物
品
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
丸
太
切

り
で
は
、
子
供
で
も
楽
に
切
れ
る
よ
う
に
少
し
細

め
（
直
径
10
㎝
程
度
）
の
杉
の
丸
太
を
用
意
、
親

子
連
れ
を
中
心
に
楽
し
ん
で
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

(

環
境
市
民
会
議  

環
境
フ
ェ
ア
担
当
）

美味しく、楽しく
エコライフ！

雑木林に
　　こんな虫いたよ。

松
の
枝
に
付
い
て
い
た

コ
ガ
タ
ス
ズ
メ
バ
チ

の
巣

薄
い
外
側
が

や
ぶ
け
た
ら

六
角
形
の
巣
の
中

に
幼
虫
が
見
え
る

ヨ
コ
ヅ
ナ
サ
シ
ガ
メ

ヤ
ブ
マ
オ
に
い
る

フ
ク
ラ
ス
ズ
メ

メ
ー
ル
で
い
た
だ
い
た
情
報
で
す

●
４
／
15　

チ
ャ
ド
ク
ガ
が
発
生
し
ま
し
た
ご

注
意
く
だ
さ
い
。　

ツ
バ
キ
、
サ
ザ
ン
カ
、
チ
ャ
、

ナ
ツ
ツ
バ
キ
、
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
な
ど
ツ
バ
キ
科
の

植
物
を
食
草
と
す
る
チ
ャ
ド
ク
ガ
は
前
年
の
秋

に
葉
の
裏
に
黄
色
い
綿
状
の
卵
塊
を
産
み
付
け
、

春
に
孵
化
し
ま
す
。
孵
化
し
た
幼
虫
は
し
ば
ら

く
卵
塊
の
周
り
で
す
ご
し
、
集
団
で
移
動
し
ま

す
。
こ
の
時
が
退
治
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
付

着
し
て
い
る
葉
を
も
ぎ
取
り
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
れ
，
ご
み
と
一
緒
に
処
分
し
ま
す
。（
Ｈ
Ｔ
）

孵化した後の綿毛

１令幼虫の集団

●
４
／
20　

つ
つ
じ
ヶ
丘
駅
北
口
に
ツ
バ
メ
が

巣
作
り
。
駅
が
あ
た
ら
し
く
な
っ
て
か
ら
初
め

て
。
戻
っ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｍ
Ｓ
）

●
４
／
27　

猛
禽
類
（
鷹
の
仲
間
）
の
チ
ョ
ウ

ゲ
ン
ボ
ウ
が
市
内
で
一
番
賑
や
か
な
調
布
駅
北

口
前
の
パ
ル
コ
の
文
字
盤
の
裏
で
営
巣
中
。
選

挙
カ
ー
の
大
き
な
怒
鳴
り
声
に
も
め
げ
ず
、
そ

れ
に
も
負
け
な
い
よ
う
な
大
き
な
鳴
き
声
で
キ

イ
キ
イ
と
鳴
き
な
が
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
の
上
を
旋

回
し
て
か
ら
文
字
盤
の
裏
に
飛
び
込
む
姿
が
観

察
さ
れ
ま
す
。（
Ｈ
Ｔ
）

▼
29
日
、
行
っ
て
み
ま
し
た
が
、　

そ
れ
ら
し

き
と
こ
ろ
に
、
網
が
か
ぶ
せ
て
あ
り
ま
し
た
。

巣
を
と
り
除
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
（
Ｍ
Ｅ
）


